
ラ

ル

ヲ

-

ス

に

遊

ぶ

昭
和
三
年
の
嘉
基
関
南
海
岸
が
ル

ヌ
マ
ウ
ス
に
滞
在

し
て

㌻
山
ブ
シ
ア
の
地
質
特
に
始
新
世
の
岩
和
を
見
化

石
の
抹
基
に
す
,.rJ
し
た
間
に
パ
ー

べ
ヅ
ク
島
の
ラ
ル
ヲ

-

ス
に

.1
日
を
訳
し
た
雄
が
あ

っ
た
｡
ガ
ル
ヌ
マ
ウ

ス

は
サ
ー
ザ

ソ
プ
ト
ン
の
由

十
敗
哩
に
あ

-
基
囲
有
数
の

住
宅
和
雄
で
人
目
約
二
十
番
､
隣
州
ド
仁
セ
ッ
ト
の
プ

ー

ル
に
通
損
し
之
を
合
す
れ
ば
'
四
十
番
'
清
潔
美
麗
の

地
p
多
-
の
ホ
テ
ル
が
あ
-
胸
懐
高
ら
矛
先
も
ち
の
よ

い
桝
で
あ
っ
た
｡
''t
I
ペ
ッ
ク
は
鳥
ビ
郡
す
る
が
賓
は

牛
鳥
で
あ
る
P
だ
か
ら
が
ル
ヌ
マ
ウ
ス
か
ら
架
に
B
.)に

布
-
郡
が
で
き
る
｡
八
月
三

日
金
曜
｡
朝
八
時
YJ
足
っ

て
ゐ
る
富
雄
を
す
ま
せ
る
'J
す
ぐ
飛
び
出
て
ス
ク

エ
ア

か
ら
電
車
に
乗
り

レ
ッ
ド
ヒ
〝

の
ガ
ラ
-
チ
に
桁
-
p

我

バ
ス

(自
動
日
時
串

)
E
R

二
二
八
六
は
耽
々
主
人

む
通

へ
て
-
れ
る
｡
プ
ー
ル
の
町
の
北
労
を
祖
も
遇
を

エ
ア

ハ
ム
に
ご
る
'
十
八
哩
p
小
き
川
合
町
で
は
あ
る

ラ

ル
ナ
ー

ス
に
遊

ぶ
の
記

の

記

(
開放
第
三
版
の
説
明
)

揖

し

次

郎

が
事
の
従
妹
は
可
な

り
に
多

い
｡

ぺ
j･
ロ
ー
ル
ー
ガ

ロ

ン
を
買
ふ
､
代

t
志

三
井
牛
.

オ
イ
ル
ー
パ
T
ン
ト

一

志
､
此
だ
け
で
今
日
は
心
配
な
い
.
此
町
を
裾
前
に
出

る
道
は

半島
の
東
岸

ス
ワ

ニ
デ
に
通
せ
る
｡
私
は
お
p

則
酉
に
折
れ
デ
ボ
ン
へ
の
本
待
道
を
な
は
二
哩
走
-
ホ

γ
ム
か
ら
南
に
入
る
里
道
を
撰
ば
ね
ば
な
ら
LJ
い
｡
此

等
の
進
路
は
勤
も
充
分
に
ク
ー
ル
で
固
め
て
あ
る
か
ら

速
庇
を
高
め
る
に
好
和
合

で
あ
る
｡

ホ
ル
ム
か
ら
ラ
ル

ヲ
-
ス
ま
で
ヒ
ー

ス
(
輩
の
荒
地
)中
を
横
断
す
る
｡
羊

短

期
ビ

バ
-

ジ
グ
､
此
様
な
厩
い
原
を
如
何
に
不
毛
な

-
AfJ
で
野
兎

の
は
び
こ
る
に
ま
か
せ
て
あ
る
の
は
極
東

の
人
目
過
剰
閥
民
か
ら
見
る
.J･J
も
つ
た
い
LJ
い
.,vJ
L
か

恩

へ
な
い
管
だ
が
恰
放
球
ビ
バ
ス
を
止
め
t,J
西
陣
息
す

る
｡
兼

ブ
ル

ヲ-
ス
に
同
番
の
キ
ャ
ッ
ス
ル
が
あ
る
p

紙
の
森
ビ
バ
ー
ク
に
固
ま
れ
た
豪
族

ヱ
ル
ド
の
住
家
で

あ
っ
死
所
､

パ
ー
ク
は
公
開
さ
れ
て
ゐ
る
｡
西
ラ
ル
ヲ

三

九

六
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地

球

第
十
二
替

-

ス
へ
次
第
に
坂
ど
な
る
.
此
塵
に
兵
華
が
あ
る
｡
急

坂
を
下
れ
ば
酉
ラ
ル
ヲ
-

ス
で
あ
る
｡
坂

を
降
-
切
っ

た
ら
プ
ラ
グ
の
故
障
が

H
氷
化
､
カ
ー
ボ
ン
の
沈
積
を

ナ
イ
フ
で
清
め

エ
ン
デ
ン
は
再
び
動
-
0

パ
ー
ペ
ッ
ク
地
方
に
は
二
列
の
丘
陵
が
東
商
に
走
る
'

北

な
る
は
パ
ー

ペ
ッ
ク
ヒ
ル
'
高
さ
平
均
五
百
呪
う
地
質

は
チ
ョ
ー
ク
で
狭
い
ク
ツ
デ
を
な
し
て
ゐ
る
｡
宙
の
丘

は
巾
蛮
き
頂
あ
-
ジ
ュ
ラ
紀
主
に
パ
ー

べ
ツ
キ
ャ
ン
の

固
い
岩
石
よ
-
な
-
凶
付
帆
の
高
さ
あ
-
｡
此
二
丘
列

の
間
の
谷
は
歌
い
ク
ヰ
ル
ヂ

ン
の
地
層

で
一
般
の
傾
斜

は
北
で
崩

へ
下
位
の
地
層

が
つ
づ
-
.
北
に
節
三
紀
腎

の

レ
.'
テ

ィ
ン
グ
層

ロ
ン
ド
ン
ク
レ
イ
及
F''l
グ

シ
ョ
ッ
ト

静
の
低
平
な
る
地
が
あ
る
｡
今
朝
は
ラ

ル
ヲ
-
ス
ま
で

此
第
三
紀
の
平
原
の
上
を
凍
て
今

パ
ー

ペ
ッ
ク
ヒ
ル
を

越
し
た
塵
で
あ
る
.
し
か
る
に
此
虞

で
は
源
が
近
-

せ

ま
-
凍
り
南
丘
は
其
牢
以
上
を
失
ひ
且
低
い
の
で
あ
る

此
は
地
層
の
傾
斜
が
牛
島
の
西
抽
ほ
ざ
急
で
露
出
面
の

巾
が
秋
-
な
っ
た
か
ら
で
梅
蝕
は
商
丘
を
斜
に
切
り
取

妨
三
祝

三

O

六

二

に
北
丘
に
も
せ
ま
っ
て
な
る
｡
日
給
の
ラ
ル
ヲ

-
ス
コ

ー
プ
は
宜
に
此
海
蝕
が
商
丘
の
堅
岩
を
破
-
ク

ヰ
ル
デ

ソ
の
軟
い
砂
暦
に
食
ひ
こ
ん
で
出
水
た
固
い
小
轡
で
あ

る
｡
形
は
恰
噴
火
口
の
如
-
で
あ
る
が
黙
ら
す
軍
に
海

蝕
に
す
ぎ
ぬ
｡
腎
の
奥
に
は
白
い
チ
ョ
ー
ク
の
柏
壁
が

兄

へ
て
ゐ
る
○

閲
の

<i
は
轡
の
牝
童
上
よ
り
児
光
る
も
の
他
は
曜
日
に

て
北
の
岩
壁
哲
男
し
た
も
の
で
あ
る
｡
糖
内
に
見
撃
し

視
る
地
層
は
チ
ョ
ー
ク
よ
り
下
位
で
順
に
ゴ
ー

〝
ト
.

下
総
砂
､
ク
ヰ
ル
デ
ン
､
パ
ー
ペ
ッ
ク
で
梅
口
の
堅
岩

は
敢
後
の
も
の
､
南
に
は
絶
壁

下
に
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
暦

を
見
ら
れ
キ
ン
や
ク
ツ
ヂ
ク
レ
イ
の
タ
イ
プ
ロ
カ
タ
タ

イ
も
遠
-
は
な
い
｡
関
外
筒

の
断
岸
に
は
危
険
を
冒
し

て
化
石
森
林
を
見
る
｡
私
は
午
前
中
北
側
を
見
て
童
は

名
物
海
老
L+
て
す
ま
せ
年
后
は
南
側
を
あ
る
い
て
少
々

の
化
石
を
採
取
し
た
｡
化
石
森
林
も
見
た
｡
ホ
タ
ル
に

跨

っ
た
の
は
七
時
前
で
あ
っ
た
｡


